
インターネット上では、誰で自由に書き込みをすることができるため、すべての情報が正しいわけ
ではありません。中には、悪意を持って嘘の情報を発信する人もおり、そうした情報が拡散されて大
きな混乱を招いてしまうこともあります。

インターネット上での嘘の情報の拡散が問題となっています
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「北九州市SNS相談」
チャットで学校やお家での悩みなどを
カウンセラーの人に「相談すること」
「学校に知らせること」の2つができ
るので、困ったときは利用してね。

LINE Web【相談する】【学校に知らせる】

善意での情報の拡散が、多くの人に迷惑をかけることも……

情報の拡散は、多くの人にその情報を知らせる行為です。そのため、嘘の情報を拡散して実害
が出た場合、その情報を発信した人と同様、罪に問われる可能性もあります。そのことを頭に入
れて、正しいかどうかわからない情報は絶対に拡散しないようにしてください。

インターネット上で特に嘘の情報が拡散されや
すいのが、大きな災害などの緊急時です。

過去に起きた災害の際、インターネット上には
被災地に関する様々な情報が投稿されましたが、
中には不安をあおるような嘘の情報もありました。
そうした投稿を見た多くの人が嘘の情報を拡散

したことにより、被災地の人々が混乱するという
事態が発生したのです。

災害時に嘘の情報を拡散した人たちは、「人命や健康にかかわ
る重大な情報だから、早く教えてあげないと」という善意から情
報を拡散したのですが、その情報が正しいかどうか確認せずに拡
散したために、かえって被災地の人たちに迷惑をかけることに
なったというわけです。

<要注意！>
〇〇地方で、有
害物質を含んだ
雨が降ります。

拡散

<被災地>

インターネットから情報を入手するときは、以下のような点を意識
して、その情報が正しいかどうか確認する習慣をつけましょう！

・情報が載っているサイトや、情報の提供元が信頼できるかどうか確認する。
・情報が掲載された日付を確認する。
・インターネットだけを見て情報を判断するのではなく、新聞やテレビ、書籍
など、複数のメディアから情報を集める。

・気になる情報であれば、家族など身近な大人に相談する。


